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topics

男性である

声がかすれたり、むせこんだり
することが多い

背中が「重い感じ」、「痛い感じ」を
感じることがある

横になるとお腹に心臓があるような
拍動を感じる

60歳以上である

血圧が高いと言われたことがある
あるいは血圧の薬を服用している

タバコを吸う
あるいは生涯で100本以上吸った

身内に動脈瘤の人がいる

早めに医療機関（かかりつけの医院、
心臓血管外科）などで相談ください。

動脈瘤チェックリスト

もし気になる所があったら…
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大
動
脈
瘤
の
治
療
の
目
的
は
拡
大
、破
裂
の
予
防
で
す
。ま
ず
、小
さ
な
大
動
脈
瘤
の

治
療
は
血
圧
の
管
理
、禁
煙
が
中
心
で
年
1
〜
2
回
の
C
T
で
そ
の
大
き
さ
な
ど
を
確
認

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。腹
部
で
5.5 

cm
、胸
部
で
6.0 

cm
に
近
づ
い
て
く
る
と
、そ
ろ
そ
ろ
手
術

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。治
療
の
目
的
は
破
裂
の
予
防
で
す
。人
工
血
管
置
換
術
は
胸
や

お
腹
を
開
け
て
、膨
ら
ん
だ
大
動
脈
を
人
工
血
管
で
取
り
替
え
る
方
法
で
す
。腎
臓
の

血
管
以
下
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
大
動
脈
を
遮
断
し
て
行
い
ま
す
が
、そ
れ
よ
り
も
心
臓
に

近
い
場
所
の
場
合
は
血
管
を
遮
断
し
て
い
る
間
は
人
工
心
肺
と
い
う
装
置
を
使
っ
て
、大
事

な
臓
器
の
血
流
を
維
持
し
な
が
ら
人
工
血
管
置
換
を
行
い
ま
す
。現
在
で
も
最
も
根
治
的

な
治
療
で
す
が
、ご
高
齢
や
色
々
な
余
病
の
た
め
に
手
術
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
に
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
足
の
付
け
根
の
血
管（
大
腿
動
脈
）な
ど
か
ら
折
り
た
た
ん
だ
バ
ネ
付
き
の
人
工

血
管
を
血
管
の
中
に
挿
入
し
、血
管
を
内
側
か
ら
補
強
す
る
方
法
で
す
。胸
や
お
腹
を
切

ら
ず
に
、大
動
脈
の
遮
断
も
人
工
心
肺
も
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
手
術
と
し
て
は
侵
襲
度

が
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、動
脈
瘤
が
な
く
な
ら
な
い
た
め
、動
脈
瘤
内
に
血
流
が
残
る
場
合

（
エ
ン
ド
リ
ー
ク
）が
あ
り
ま
す
。ま
た
、大
動
脈
瘤
全
て
に
行
え
る
わ
け
で
は
な
く
、動
脈
瘤

の
前
後
に
拡
張
し
て
い
な
い
正
常
な
部
分（
ネ
ッ
ク
）が
あ
る
程
度
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
治
療
を
使
い
分
け
、場
合
に
よ
っ
て
は
外
科
手
術
と
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
あ
っ
た
最
適
の
方
法
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

  

大
動
脈
瘤
が
で
き
や
す
い
人
は
男
性
、60
歳
以
上
、タ
バ
コ
を
吸
う
方
、血
圧
が
高
い
方

な
ど
で
す
。ま
た
、身
内（
血
縁
3
親
等
内
）に
動
脈
瘤
の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

大
動
脈
瘤
の
最
も
で
き
や
す
い
部
分
は
腹
部
大
動
脈
で
す
が
、我
が
国
の
エ
コ
ー
の
検
診

で
も
3 

cm
以
上
の
腹
部
大
動
脈
瘤
は
60
〜
69
歳
男
性
1.6
％
、女
性
0.6
％
、70
〜
79
歳
で

そ
れ
ぞ
れ
5.7
％
、1.3
％
、80
歳
以
上
で
9.2
％
、5.7
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。特
に
喫
煙
は
心
臓

血
管
病
の
多
大
な
る
危
険
因
子
で
す
。タ
バ
コ
を
吸
わ
れ
る
方
は
吸
わ
な
い
方
に
比
べ
て

7.4
倍
、動
脈
瘤
が
多
い
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、禁
煙
に
よ
り
そ
の
リ
ス
ク
は
3.6
倍

ま
で
下
が
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
今
か
ら
禁
煙
し
て
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

動
脈
瘤
は
血
圧
の
高
い
方
に
多
い
の
で
す
が
、特
に「
か
く
れ
高
血
圧
」の
方
は
注
意
が

必
要
で
す
。健
康
診
断
で
は
高
血
圧
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、そ
の
後
何
回
も
自
分
で
測
定

し
て
高
く
な
い
と
安
心
し
て
い
る
よ
う
な
方
を「
か
く
れ
高
血
圧
」と
い
い
、高
血
圧
が
放
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。高
血
圧
を
放
置
し
て
大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
な
ど

を
発
症
し
、そ
れ
を
契
機
に
高
血
圧
の
治
療
を
さ
れ
る
方
々
は
多
い
の
で
す
。も
う
少
し

早
く
高
血
圧
の
治
療
を
開
始
し
て
い
れ
ば
予
防
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
後
悔
し
な
い
た
め

に
も
高
血
圧
の
治
療
は
大
切
で
す
。

　

当
科
で
は
R
I（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）を

利
用
し
た
検
査
と
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

R
I
を
使
っ
た
検
査（
核
医
学
検
査
）

は
P
E
T
に
よ
る
が
ん
の
診
断
や
心
臓
、

脳
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
の
疾
患

が
対
象
に
な
り
ま
す
。C
T
、M
R
I
、

超
音
波
な
ど
の
検
査
が
主
に
形（
位
置
）や

大
き
さ
を
調
べ
る
の
に
対
し
て
、核
医
学

検
査
の
特
徴
は
臓
器
の
働
き
具
合（
機
能
）

を
調
べ
ま
す
。病
気
の
診
断
や
治
療
で
は

こ
れ
ら
の
う
ち
で
必
要
な

検
査
が
組
み
合
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
す
。

　

R
I
を
使
っ
た
治
療
と

し
て
、バ
セ
ド
ウ
病
お
よ
び

が
ん
の
骨
転
移
に
対
す
る

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、当
科

は
国
内
で
最
初
に
骨
塩
定
量

の
臨
床
応
用
を
始
め
た
歴
史

を
持
ち
、そ
の
経
験
と
実
績

を
活
か
し
て
、骨
粗
鬆
症

患
者
さ
ん
の
外
来
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

診
療
科
の
ご
紹
介

放
射
線
科(

核
医
学
診
療)

詳細はホームページをご覧ください。
https://h.kawasaki-m.ac.jp/data/dept_032/dept_s_dtl/

放射線科(核医学診療)のホームページはこちら
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大
動
脈
瘤
に
対
す
る
治
療 

人
工
血
管
置
換
と
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術

ど
う
いっ
た
人
に
で
き
や
す
い
の
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気
づ
き
に
く
い
大
動
脈
瘤 

サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー

　

我
が
国
は
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
加
え
、世
界
一
の
C
T
大
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

偶
然
に
大
動
脈
瘤
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。元
々
の
血
管
正
常

部
分
よ
り
も
1.5
倍
以
上
拡
大
す
る
と
大
動
脈
瘤
と
称
さ
れ
ま
す
の
で
、胸
部
で

4
〜
4.5 

cm
、腹
部
で
3 

cm
く
ら
い
か
ら
大
動
脈
瘤
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
動
脈
瘤
の
合
併
症
と
し
て
は
破
裂
、塞
栓
症
、凝
固
異
常
や
圧
迫
症
状
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、最
も
重
大
な
合
併
症
は
破
裂
で
す
。ひ
と
た
び
破
裂
を
し
た
場
合
は
致
命
的

と
な
る
た
め
、破
裂
リ
ス
ク
の
高
い
大
動
脈
瘤
は
待
期
的
治
療
を
行
い
破
裂
を
予
防

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、破
裂
す
る
ま
で
多
く
の
大
動
脈
瘤
は
無
症
状
で

あ
り
、よ
く
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。破
裂
リ
ス
ク
は
大
動
脈
瘤
の

サ
イ
ズ
や
形
態
、拡
大
速
度
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。小
さ
な
大
動
脈
瘤
は

破
裂
リ
ス
ク
が
ほ
ぼ
な
い
の
で
、慌
て
て
治
療
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、重
量
挙
げ
の
よ
う
な
息
む
運
動
以
外
は
普
通
に

運
動
し
て
も
差
し
支
え
が
な
く
、日
常
生
活
に
も
特
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、大
動
脈
瘤
は
年
間
に
6
％

く
ら
い
拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、年
に

1
〜
2
回
定
期
的
に
C
T
で
大
き
さ
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
は
大
切
で
す
。

　心臓から送り出された血液は、「最大の動脈」
である大動脈の中を通り、脳・腎臓などの大切
な臓器に栄養を運んでいます。大動脈は全身
に血液を送り出す動脈の本幹なのです。
　そして、この重要な動脈「大動脈」がだんだんと
大きく膨らんでいき、ある大きさを超えた段階
で大動脈瘤と認められます。

大動脈の基本知識

こんな症状はありませんか？

ださだささいいい



※携帯電話の機種によっては一部機能がご利用いただけない場合がございます。

〒701-0192 岡山県倉敷市松島577  お問合わせ・ご意見・ご感想をお寄せください
右QRコードを携帯電話にて読み取るか、当院ホーム
ページ、お電話にて皆さんの声をお待ちしております。

E-mail:hsyomu@med.kawasaki-m.ac.jp  URL:http://www.kawasaki-m.ac.jp/hospital/
TEL.086-462-1111（代） / FAX.086-462-7897

54号　平成 30年 4月 1日発行  /  季刊　発行・編集：広報委員会

新しい「入退院支援体制」がスタートします。

田
淵　

篤

川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院

   

心
臓
血
管
外
科　

医
長

下
肢
静
脈
瘤
は
ど
ん
な
病
気

静
脈
瘤
に
つ
い
て

気
になる!

下
肢
静
脈
瘤
の
診
断（
検
査
）と
治
療

　

病
歴
聴
取
と
診
察
で
80
%
は
診
断
で
き
ま
す
。詳
し
い
検
査
が

必
要
な
場
合
は
、超
音
波
検
査
を
行
い
、さ
ら
に
精
密
検
査
が
必
要
な

場
合
や
手
術
を
行
う
場
合
に
は
、静
脈
機
能
検
査（
空
気
容
積
脈
波

検
査
）を
行
い
ま
す
。当
院
に
は
血
管
の
検
査
を
す
べ
て
集
め
た
バ
ス

キ
ュ
ラ
ー
ラ
ボ
と
い
う
専
用
検
査
室
が
あ
り
、2
つ
の
検
査
を
同
時
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。空
気
容
積
脈
波
検
査
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
っ
て
簡
単
な
運
動
を
し
て
い
た
だ
き
、脚
の
静
脈
逆
流
、停
滞
な
ど
の

有
無
、程
度
を
数
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
、む
く
み
が
強
く
静
脈
瘤
が

目
立
た
な
い
方
で
も
静
脈
機
能
を
判
定
で
き
ま
す
。ま
た
手
術
後
に

検
査
を
行
い
、静
脈
機
能
が
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
判
断
で
き
ま
す
。

　

治
療
は
下
肢
静
脈
瘤
の
病
型
で
異
な
り
ま
す
。圧
迫
療
法
は
弾
性

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
着
用
し
て
、下
腿
に
停
滞
し
た
静
脈
血
を
心
臓
に

還
り
や
す
く
す
る
治
療
で
、下
肢
静
脈
瘤
の
基
本
的
な
治
療
法
で
す
。

分
枝
型
静
脈
瘤
は
外
来
で
硬
化
療
法
を
行
い
ま
す
。大
き
な
表
在

静
脈
が
傷
ん
で
生
じ
る
伏
在
型
静
脈
瘤
は
手
術
を
考
慮
し
ま
す
。

静
脈
弁
が
壊
れ
て
逆
流
す
る
静
脈
内
腔
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
、

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
照
射
し
て
閉
塞
さ
せ
る
血
管
内
レ
ー
ザ
ー
治
療
が

最
も
よ
く
行
わ
れ
る
手
術
で
す
。当
院
で
は
1
泊
2
日
入
院
、局
所

麻
酔
で
手
術
し
、退
院
後
は
す
ぐ
に
日
常
生
活
、職
業
に
復
帰
で
き

ま
す
。脚
の
色
素
沈
着
、皮
膚
硬
化
、潰
瘍
が
治
ら
な
い
場
合
は
下
肢

静
脈
瘤
重
症
例
で
あ
り
、こ
の
場
合
に
は
脚
の
深
部
か
ら
表
在
に
上

が
っ
て
く
る
静
脈（
不
全
穿
通
枝
）も
切
り
離
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
下
腿
の
筋
肉
表
面
に
内
視
鏡
を
入
れ
て
不
全
穿
通
枝
を

探
し
出
し
、内
側
で
切
り
離
す
内
視
鏡
下
筋
膜
下
不
全
穿
通
枝
切

離
術
を
行
い
ま
す
。

下肢静脈瘤のチェックリスト

下肢静脈瘤の治療

　

下
肢
の
表
在
静
脈（
皮
膚
表
面
近
く
の
静
脈
）が
拡
張
、

蛇
行
し
て
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
伴
う
慢
性
の
良
性

疾
患
で
す
。女
性
に
多
く
、40
歳
以
上
の
女
性
の
40
%
に
み
ら
れ
、加
齢
と

と
も
に
頻
度
は
増
加
す
る
、日
常
よ
く
見
か
け
る
疾
患
で
す
。下
肢
静
脈
瘤
に

な
り
や
す
い
人
は
、①
長
時
間
の
立
ち
仕
事
、②
妊
娠
・
出
産
、③
家
族
歴

（
遺
伝
）な
ど
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。原
因
は
長
年
の
使
い
痛
み
に
よ
っ
て
表
在

静
脈
の
内
側
の
静
脈
弁（
逆
流
防
止
弁
）が
壊
れ
、下
腿
に
静
脈
血
が
逆
流
、

停
滞
す
る
た
め
に
生
じ
ま
す
。下
肢
静
脈
瘤
は
原
因
と
な
っ
た
表
在
静
脈
の

大
き
さ
に
よ
っ
て
4
種
類
に
分
け
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
治
療
が
異
な
り
ま
す
。

立ち仕事1
妊娠・出産予定2
母、祖母が下肢静脈瘤3
立っていると脚（下腿）がだるい4
夕方に脚がむくむ5
こむら返りがある（特に明け方）6
脚の痒み、皮疹がある7
脚にしこりができて痛い8
脚が褐色に変色し、皮膚が固い9
脚に潰瘍ができて治らない10

おすすめの対策は…

拡
張
、

【1・2・3に該当する方】

【4・5・6・7に該当する方】

【8・9・10に該当する方】

予防を考えましょう

都合のつく時期に
受診をおすすめします

早期に専門医を
受診してください

下肢静脈瘤の病型

伏
在
型
静
脈
瘤

網
目
状
静
脈
瘤

ク
モ
の
巣
状
静
脈
瘤

分
枝
型
静
脈
瘤

　

昨
年
都
内
か
ら
故
郷
に
戻
り
、

53
年
目
の
医
院
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。モ
ッ
ト
ー
は『
医
学

を
医
療
へ
』で
す
。す
べ
て
の

年
齢
層
の
患
者
さ
ん
を
拝
見

致
し
ま
す
。ま
ず
は
、よ
く
お
話

を
伺
い
ま
す
。最
新
医
学
に

則
り
、自
院
で
で
き
な
い
こ
と
は
、

最
も
適
切
だ
と
判
断
す
る
専
門
医

へ
の
紹
介
に
努
め
ま
す
。専
門
医
療

機
関
と
の
連
携
に
努
め
、ご
退
院
後
の

方
の
診
療
継
続
を
担
い
ま
す（
岡
山

は
れ
や
か
ネ
ッ
ト
や
病
診
ネ
ッ
ト
医

療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
利
用
）。

倉
敷
市
で
か
か
り
つ
け
医
の
一
端
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。初
診
の
方
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
き
事
前
電
話
連
絡

を
頂
け
ま
し
た
ら
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

・内科
・胃腸内科
・放射線科
・小児科

連携医療機関のご案内

・内科
・胃腸内科

内

院長白髪 宏司先生

〒712-8032 倉敷市北畝2-10-20

http://www.shiraga-clinic.jp
■URL

所在地

受付時間

9:00-12:00

15:00-18:00

月 火 水 木 金

○ ○

○

○

○

○

○○

土

○

日

白
髪
胃
腸
科
内
科
小
児
科

「PFM導入」のお知らせ

各診療科の、診療日・診療時間
は以下よりご確認ください。

　当院では入退院時のサポート体制を見直し、入院する患者さん
が安全に、かつ安心して治療を受けて頂けるよう、PFMを導入
しました。

事前に病歴や常用薬を把握しておくことで、医療
安全の向上につながります。

患者さんやご家族の病院や治療に対する不安や
ストレスが軽減されます。

事前に患者さんの情報を集め、退院までのプランを立案し、全体のマネジメントを行います。

事前に患者さんの情報を集め、退院までのプ
ランを立案し、全体のマネジメントを行うことで、
入院日数の減少にもつながります。

■従来の流れとPFMの違い

■PFM導入により、以下のようなメリットがあります

PFMとは？

入院日数の削減により、より適切な費用をご提案
いたします。

木曜、土曜午後、日曜日、祝日

お問合わせ

休診日
http://www.shiraga-clinic.jpHP
086-455-0013
086-455-5472

FAX

(ごよーなーに？)

ふ
ぜ
ん
せ
ん
つ
う
し

あ
な
た
の
健
康
パ
ー
ト
ナ
ー

　Patient Flow Management（ペイシェント・フロー・マネジメント）
の略称で、入院時から患者さんの病状・生活状況を把握し、適切
な病床の提供や適切な時期の退院を支援するためのシステム
のことです。入院前に、患者さんとそのご家族との面談を設ける
ことで、退院までの見通し、入院に関する費用や日数について
お話することができます。

精 神 面

費　　用

入院日数

身 体 面

イベントのご案内

学校法人川崎学園 総務部総務課
TEL086-462-1111(代)

　平成30年度から倉敷市の共催のもと、地域の
皆さまを対象とした『川崎学園 市民公開講座』
を毎月1回開催いたします。川崎学園の医療・
医療福祉のスペシャリストである講師陣が、毎回
テーマを変えて、皆さまの日々の健康や医療に
関する内容を取り上げ、生活の質の向上に役
に立つ情報を提供いたします。各回とも会場
は「くらしき健康福祉プラザ」で、参加は無料、
どなたでもご参加いただけます。ぜひ足をお
運びください。

日時

座長

乳がん
-早く見つけて命と乳房を守ろう-

平成30年4月21日（土）
14：00～16：00
(受付 13：30～)

講演
内容

講演
内容

・乳がんの予防と早期発見‒増える乳がんに立ち向かう-
・乳がん治療の最新知識
・わかりやすい乳房再建術
・誰でも見つけられる自己検診のやり方

川崎医科大学附属病院
病院長 園尾 博司

・高齢者とロコモのお話
・高齢者が気をつける背骨のお話 パートⅠ：腰下肢痛
・高齢者が気をつける背骨のお話 パートⅡ：姿勢の異常
・高齢者が元気になる 腰痛・肩こり体操

ロコモ、高齢者が聞いて
ためになるお話
-健康寿命を延ばすために-

日時 平成30年6月16日（土）
14：00～16：00(受付 13：30～)

座長 川崎医科大学附属病院
副院長 長谷川 徹土曜日

21
4月
第1回 川崎学園 市民公開講座

100歳まで介護されない
健康なからだ

講演
内容

・健康寿命を知っていますか？
・簡単につくる、美味しく食べる
・「笑顔・運動」長寿健康の道しるべ
・地域で元気に生きるために

日時

座長

平成30年5月19日（土）
14：00～16：00
(受付 13：30～)

川崎医療福祉大学
学長 椿原 彰夫

5月

土曜日
19

第2回 川崎学園 市民公開講座 第3回 川崎学園 市民公開講座

6月

土曜日
16

お問合わせ

入院後の見通しを立て、これから進めていく治療が事前にしっかりと検討されるため、安心して治療を受けることができます。

Main

掲載内容は予告無く変更される場合があります。
ご了承ください。

不眠
【診療科紹介】

 皮膚科
・ 良い睡眠の取り方
・ 病院の疑問解消！あれこれ
・ 連携医療機関のご案内 
・ イベントのご案内  ・ 次号予告

次号予告

外来通院 入院申し込み
入院・退院・転院

退院支援

PFM
導入

従来

外来通院
入院・退院・転院

入退院支援
在宅・他施設入院申し込み

在宅・他施設

下肢静脈瘤

伏在型静脈瘤
（軽症、中等症）

伏在型静脈瘤
（重症）

網目状静脈瘤
分枝型静脈瘤

■ 血管内レーザー治療
■ 血管内レーザー治療

+
■ 内視鏡下筋膜下
不全穿通枝切離術

■ 圧迫療法
（弾性ストッキング着用）

■ 硬化療法
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